
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

9 月 27 日H 会場 171

2HpO7　 イ 力 油 を原 料 と したマ ン ノ シ ル エ リス リ トール リ ピッ ド

　　　　　 の 生 産 お よ び 構 造
・機能 の 解析

　　　　　 0 河村 大 輔
1，森 田 友岳

2，福 岡 徳 馬
2，井 村 知弘

2，酒井 秀樹
1，

　　　　　　 阿 部 正 彦  北 本 大
2

　　　　　　（
］
束理 大 院 ・理 工 ，！産総 研 ・環 境化学）

　 　　 　 　　 dai−kitameto＠ aist．go．jp

2HpO8　 Enterobacter　aerogenes 　Huc201 株 に よるグ リセ ロ ール 含

　　　　　 有バ イ オ デ ィ
ーゼル 廃液か らの 工 タノ ール 発酵法 の 開発

　　　　　 O ド吹越 雅 人．柿薗 俊英，田島 誉久，加藤 純
一・、西尾 尚道，

　　 　　 　　 中島田 豊

　　 　　 　　 （広 島大院
・
先端 ・生 命機 能）

　　 　　 　　 nyutaka ＠hiroshima−u．ac ．jp

【口的】マ ン ノ シル エ リス リ ト
ー

ル リビ ッ ド （MEL ｝は、微 生物が生産 する犬

然 の 界面活性剤 （バ イオサ
ー

フ ァ クタ ン ト）で あ り、優 れた保 湿性 能を発揮 す

る化粧 品素材 として最 近、製品化 されて い る 。一方、機能性バ イオ素材 として

の実用 を広 げる ため に 、MliL の構造
・
機能の 更なる 拡張が課題 とな っ て い る。

本研究 で は、多価 不飽和脂肪酸 を含む水産系バ イオ マ ス （イカ油） を原 料 とし

て ．機能性 の脂肪 酸を含有 する MEL の 生産を 目指 した。
【方法】イ カ油 を炭素源 として 、既知の MEL 生産菌 を培養 した。　 MEL は、　 TLC
お よ びHPLC で 検出・定景 した。MEL の構 造は 、GC ・MS 、二 次元NMR 、　MALDI −
TOF ／MS で 解析 した。抗酸化活性 は、　 DPPH ラ ジカ ル 消去能か ら評価 した．
【結果お よび考察】11株 の MEL 生産菌が、イカ油か らMEL を生産 し、　Pseudo．v’ma
antarctica が最 大の 生産性 を示 した （17．SglL）。GC−MS の結 果、　R　chura ．s’himaens’is
が生産 したMEL は、既知の MEL に は見 られな い 脂肪酸 ピ ー

ク を多 数示 し、全

脂肪酸 ピ
ー

ク の 10％ 以上が、C16：4 （m ！z ＝262） と推定 された。さらに詳細 な

構造解析の 結果．こ の MEL は、主な脂肪酸の 鎖長が C4およびC16 の MEL −A で

あ る こ とが分か っ た，この MEL ・A の 抗酸化活性 は、大豆沈由来の MEL −A に比

べ て 2倍以上高か っ た。以上 の結 果から、イカ油 由来 の MEL は多価不飽和脂肪

酸を多く含み 、保湿性能 に加 えて抗酸 化効 果も期待 で きる こ とが示唆 された。

【目的】バ イオデ ィ
ーゼ ル燃 料 〔BDF ）は廃食用油 と い っ た原料 をメ タノ ール と

メ チ ル エ ス テル 化す るこ と によ って で きる軽油代替 エ ネル ギ
ーで ある。わが 国

で発生 する廃食用油 の 総量 は年 間50万 トン と言わ れて お り、BDF は その 有効 な

処理法 で あると言えるt．L か し、メ チル エ ス テル化 する 際に副産物 と して 高濃

度グリセ ロ
ー

ル 含有廃液 〔BDF 廃液 ）が 回時 に生産 され る。　 BDF 廃液 は不純物

を多 く含 み、再 利用が困難 なため、その 有効 な処理 法が模索 され てい る。そこ

で本 研 究で は BDF 廃 液か らの 高収 率 エ タノ ー
ル 生 産株 Enterobacter　aerogenes

HUC201 を用 い たBDF 廃液か らの 最適エタノ
ー

ル 生産法 を検討 した。
【方法及び結果】まず、培 養pH の 影響 を調 べ るためバ イオ リア ク タ

ー
を構築 し、

BDF 廃 液中の グリセ ロ
ー

ル を単
一

の 炭 素源 と して 、グ リセ ロ
ー

ル 濃 度 25g〆L で

回分培養 を行 っ た。その 結果、pH6 ．3にて 最大 エ タノ ー
ル 生産性 O、62meT−EtOH 〆

mol −glyihが得 られ た。次に、　 BDF 廃 液濃度の 影 響 を検討 した 。培養pH6．3で 基

質濃 度 を変化 させ 回分培養 を行 っ た結果、低基質 濃度で 高い エ タ ノ ール収 率、
そ して 高い 比増殖速度が得 られた。以上 の 結 果か ら、培養 pH 、　 BD ド濃度 はエ タ

ノール 生産 に大 きな影響 を及 ぼす こ とが示唆 され た。そ こで 、現在、基 質を低

濃度 に保 つ こ とが IB来 る指数流加培養法 によるエ タノールの 高速
・
高収 率生産

条件 を検 討 して い る。
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化石燃 料の 代替エ ネル ギーと して 、微生物の ア ル コ ール 発酵 に よ り得 られる バ

イ オ エ タノ ール が 注 目 され て い る。しか し、微生物 を用 い たエ タ ノ
ー

ル の
．
1：業

生産に は まだ 問題点が 残 され て い る 。問題 の
．・

つ に 発酵 熱 の 影響 が あ る 、、
Saceharomyces 　eerevt ／siae を利用 したア ル コ

ー
ル 発酵 は、発酵熱 に よ り温度が k

昇す る ため 、発酵槽 を冷却する 必姿があ り、それに よって 生産効率が低下 して

い る 。こ の ような問題の 解 決に は、高温 （40 ℃以上 〉で 効率的 にア ル コ
ール 発

酵 を行 うこ とがで きる微 生 物が 求め られ て い る 。しか し、簡便 な エ タ ノール 発

酵微生 物の 検出系がない 。本研 究で は 、簡便な高温 エ タ ノール 発酵微生 物の 検

出系 の 確 立 を 目指 し、エ タ ノール 発酵の 過程で 生 じ るア ル デ ヒ ドの 可視 化を 試

みた。グル コ
ー

ス 代 謝の 流れは 、解糖系 を介 して ピル ビ ン 酸 まで 分解 し、ピル

ビ ン酸 デ カ ル ボ キ シラ
ーゼ に よ りア セ トア ル デ ヒ ドとな り、最終的に エ タノ ー

ル が生 じる 。そこ で 、ア ル デ ヒ ドが 検出で きれ ば エ タ ノ
ー

ル を生 成 して い る と

仮定 し、ア ル デ ヒ ド検 出が
．
叮能な寒天培 地 を検討 した 。そ の 結果、パ ラ ロ

ーズ

ア ニリ ン を含 む 寒天培地 を 用い る と、ア ル デ ヒ ドを 生 産 して い る コ ロ ニ ーを 可

視化す る こ とが 可 能で あ った 。この 検出 系 を用 い て 、実 際 に 1二壌 な どか ら発 酵

微 生 物 0）探 索 を 進 め た。結 果 と して 有 望 株 が 1株 得 ら れ た。5％ の グ ル コ ー
ス を

含 む YPD 培 地 を用 い 42 ℃ で発 酵 させ た場 合、添 加 グ ル コ ース に対 す る エ タノ ー
ルの 収率 は 90％ を超えた n 現 在、炭素源 の 資化性な ど、得 られ た 菌 株の 特性 を

検討 し て い るc

【目的】今 日、化石資源の 枯渇、及び 二 酸化炭素の 排出に よる 地球温暖化が 懸念

されて い る 。酢酸は 化学工 業に おい て 数多 く利用 されて い る が 、主 に 化石資源

か らの 製造 に 依存 して お り、また エ タノ ー
ル は燃 料 と して 近 年注 目 され て い る

が、食橿 との 競合が 問題 となって い る 。こ の こ とか ら食料 と も競合 しな い 再生

叮能資源 を使った生 産 方法への 転換 が 求め られ て い る 、そ こ で 着 目 し たの が 、
廃 木材な どの バ イオ マ ス を ガ ス化 して 得 られ る合 成ガ ス か ら、微 生物 を使 っ て

生 産す る 方法で あ る。合 成 ガ ス と は 、Hz と CO 、　 CO
コ
が 主 成 分 の 混 合 ガ ス で あ

り、バ イ オ マ ス か ら発 牛 させ られ る た め枯 渇の心 配 が な く、ま た 地球 温 暖 化 の

抑制に も役立 つ と考え られ る 。本研究で は 上 壌サ ン プ ル 中の 微 生 物を H2 と CO2

を 基 質 と して 培養 し、酢 酸
・エ タノ ール 生 産 菌を 探索 した 、

【方法 と結 果】全 国各地か ら土 壌サ ン プ ル を 50 種類 採取 し、HrCO2 を基 質 と し

て 複 合培 地で 回分培 養を 行い 、酢酸
・
エ タ ノール 生 成 を HPLC に よ り確認 し た。

そ の 結 果、3 サ ン プ ル にお い て酢 酸お よ び エ タノ ー
ル を生 成す る こ とが 確 認で

きた ttそ こ か らさ ら に H2−COI 混合ガ ス を基 質 と して 培養 し、よ り安定 的に 高濃

度生 産す る 菌叢 を 決 定 した。得 られ た菌 叢 を顕 微鏡 観 察 した とこ ろ、少 な くと

も 2 種 類 の 菌 が 確 認 で きた こ とか ら、ロ ール チ ューブ法 に よ り栄
．．一藺 を取得 し

た。現 在 、単 離 菌 の 同定 と と もに、合成 ガ ス か らの エ タ ノ ール生 産の 最 適 培 養

条件 に つ い て検 討 を 行 っ て い る。
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